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内部監査が終了しました 
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１１月に令和３年度の内部監査を実施しました。 

今年度も新型コロナウィルス感染症の影響もあり，例年実施していた内部監

査員研修・スキルアップ研修を取り止めたため，一昨年までに内部監査・スキ

ルアップ研修に合格した内部監査員の資格を持つ教職員で監査チームを編

成するともに現場監査も病院区域への立ち入りを控え，学部区域のみの研修

とする等コンパクトな内部監査を行うこととしました。（1 チーム４名ずつ計２チ

ーム）監査は、実地監査前に被監査部局等へチェックリストを送付、回答され

たチェックリストを基に各内部監査チームでどういった監査を実施したらよいか

検討（レター監査）を行い、その後実地監査に臨むという方法により実施しまし

た。附属病院で普段勤務している教職員が医学部へ、医学部で勤務している

教職員とともに赴き、実地の監査を行いました。ＥＭＳ文書に基づいた指摘も

あり、ＥＭＳについての認識がさらに深くなる内容の濃い監査となりました。 

監査の始まりであるオープニングミーティングや最終報告を行うクロージン

グミーティングは密な状態を避けるため，オンライン方式により開催し，監査結

果は、有効事例が 6 件、観察事項が 1 件でした。今後は、指摘された観察事

項について対応していくことになり、確認、改善する事項については EMS 推

進員を通じて依頼をしますので、その際にはご協力方よろしくお願いします。  

  内部監査員の皆さま、被監査部署の皆様、ご協力ありがとうございました。 

オープニングミーティング・クロージングミーテングの様子 
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~内部監査での有効事例を一部紹介します～ 

１１月に実施した内部監査では，独自の工夫をこらした有効な取組をされている部署がありました。その

中の一部を紹介します。 

＜代謝生化学＞ 

ゴミの廃棄場所のところに簡易な分別の一覧を貼付し，わかりやすく掲示していた。（図１） 

〈泌尿器科学〉 

毒劇物の管理について，保管庫の扉に「毒劇物」「有機溶剤」等をシールで分類した一覧を用意し，試

薬容器にも分類のシールを貼付し，わかりやすく表示していた。（図 2）  

 

チーム 1・チーム２の監査の様子 

(図 1) (図 2) 
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環境教育・環境研究作業部会は、新型コロナウイルスの流行によって制限を受けながらも、活動を続け

ています。 
本学の環境研究成果を地域に還元する一環として平成 19 年度より毎年、環境に関する市民公開講座

を開催しています。今年度も新型コロナウイルスの影響が収まらない状況ということで、昨年に引き続いて、

私たちの身近な環境に存在する感染症を取り上げました。  
12 月 18 日（土）臨床講義棟臨床小講堂で「コロナ禍を生きる～新型コロナウイルスがいる環境で暮らす

～」と題して環境保健医学講座の名越教授と島根県出雲保健医事・難病支援課長の岡達郎先生の講演

を行いました。朝から雪が降るあいにくの天気でしたが、30 名の参加がありました。 
オミクロン株への入れ替わりが話題となるなど、新型コロナウイルスの世界的な蔓延は続いています。新

しい生活様式によって大きく変わってしまった私たちの暮らしの中で、どのようなことに気を付けていけばよ

いか、万が一感染してしまったらどうすればよいのか、一緒に考えながら学ぶ貴重な機会となりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境教育・環境研究作業部会の活動について 
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ＥＥＭＭＳＳ事事務務局局かかららののおお知知ららせせ  
  

ＥＭＳ事務局では，みなさんから省省省エエエネネネのののアアアイイイデデデアアアををを募募募集集集しております。 
我が家での成功例など大学での省エネに有効なものがありましたら以下のＥＭＳ事

務局までお寄せいただきたいと思います。ご協力をよろしくお願いします。 
学内関係者用には，ＥＭＳ関係会議の議事録，ＥＭＳ研修の資料，環境に関する諸

規則・マニュアル等が参照できますのでご利用ください。 
その他，EMS に関するご意見等ございましたら，以下の連絡先又はホームページ

「キャンパス環境投書箱」へお寄せください。 
 

○島根大学出雲キャンパス EMS 事務局                              
 医学部会計課施設管理室環境マネジメント担当 

      TEL ０８５３－２０－２５４９ 
      FAX ０８５３－２０－２０４９                                  
      E-Mail fpd-ikankyo@office.shimane-u.ac.jp   
  

○島根大学ホームページ「環境マネジメントシステム」 
出雲キャンパスでのＥＭＳ活動内 
 キャンパス環境投書箱 

https://www.leaf2.shimane-u.ac.jp/enquete/no/s40lGkBPgJ                   

１月期運用管理点検のお願い 
 

１月は，ＥＭＳ活動について実施できているかど

うかのチェックをＥＭＳ推進員の方を通じてお願いし

ています。 
ＥＭＳ推進員の方は，ＨＰのアンケートに回答す

る形で入力をお願いします。Ｗｅｂ運用管理点検は

１年に２回（７月期と１月期）ですが，部署での活動

を見直すチャンスとし，ごみの分別やマニュアルの

掲示等実施できていない項目等については，この

機会に改善をお願いします。 
１月初めに各 EMS 推進員の皆様にメールにて

点検を依頼します。締め切り：１月３１日（月） 
※入力はインセンティブポイント実績の対象となりま

すので，よろしくお願いします。 
 


